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文部科学大臣杯・国土交通大臣杯 

国際交流日本ジュニアヨットクラブ競技会２０２５ 

 

競技会概要 

 

1 競技会名 国際交流日本ジュニアヨットクラブ競技会 2025 

 

2 開催趣旨 全国の連盟登録ジュニアヨットクラブと海外チームのジュニアセーラー達が一堂に会 

して、日頃鍛えた帆走技術とシーマンシップを競い合いながらその向上を図るととも

に、海外チームとの交流により国内ジュニアセーラー達が国際感覚を磨きその視野を

ひろげ、また地元地域の子供たちとの触れ合いを通して健全な水辺スポーツとしての

ヨットを啓蒙・普及させて、生涯スポーツとしてのヨットの発展に貢献することであ

ります。また世界各国のジュニアセーラー・指導者を招待して、日本全国のジュニア

セーラー達がこの交流試合を通して世界レベルの選手に成長する機会となることを期

待します。 

 

3 主 催 一般社団法人日本ジュニアヨットクラブ連盟（以下 JJYU と云う） 

 

4 後 援 スポーツ庁 国土交通省  

      公益財団法人日本セーリング連盟（以下 JSAF と云う） 

公益財団法人ヤマハ発動機スポーツ振興財団（以下 YMFS と云う） 

一般社団法人日本オプティミストディンギー協会（以下 OP 協会と云う） 

一般社団法人日本レーザークラス協会 日本 420 協会  

NPO 法人神奈川県セーリング連盟（以下 KSAF と云う） 

株式会社舵社 

 

5 協 賛 アサヒ飲料株式会社 ヤマハ発動機株式会社 

 

6 協 力 湘南サニーサイドマリーナ株式会社 

  国際交流日本ジュニアヨットクラブ競技会 2025 参加クラブ指導者･保護者 

 

7 運 営 国際交流日本ジュニアヨットクラブ競技会 2025 実行委員会 



2 
 

8 競技会役員  

   会長 ：石原伸晃 JJYU 会長 

   副会長 ：伊藤雅宣 JJYU副会長  

   副会長 ：末木創造   KSAF 会長  

名誉顧問：馬場益弘 JSAF 会長 

名誉顧問：貝道和昭 KSAF 名誉会長 

   委員長 ：塩野崎英二 JJYU専務理事 

   副委員長：藤田時彦  KSAF理事長 

 

9 期 日 2025年 7月 25 日(金)・26 日(土)・27 日(日)の 3日間（気象条件により変更有） 

 

10 行事日程 

     競技会受付 ：7月 25 日 08：00～12：00 

練習会    09：00～15：00 

開会式     16：00～16：30 

安全講習会   16：40～17：00 

競技運営説明会   17：00～17：30 

国際交流会   17：30～19：30 

競技会第 1 日目 ：7月 26 日 10：30～ 

競技会第 2 日目 ：7月 27 日 10：30～13：00 

閉会式           16：00～17：00 

 

11 会 場 神奈川県立葉山港 

〒240-0112 神奈川県三浦郡葉山町堀内 50番地 

        連絡先：046-875-1504 

開会式・国際交流会・閉会式会場：葉山港内 

    競技海面：葉山港沖相模湾 

         

12 競技種目 OP級初級者クラス OP級上級者クラス ILCA4 国際 420級 

 

13 競技内容 

(1) 種目別個人対抗レース 

① 国内ジュニアヨット種目別個人対抗レース 

② 国際交流ジュニアヨット種目別個人対抗レース 

(2) ジュニアヨットクラブ対抗レース 

① 国内ジュニアヨットクラブ対抗レース 

② 国際交流ジュニアヨットクラブ対抗レース 

 

14 OP級上級者クラスの全日本選手権出場資格付与について 
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本競技会の OP級上級者レースについて、OP 協会へ 2025年全日本オプティミストディ

ンギー級セーリング選手権大会出場枠付与の申請をしました。 

15留意事項 

※本競技会は選手を教育・指導する目的を有するものですから、その所属するクラブ 

の指導者・保護者が競技会及びレース運営について意見や疑義を申したてる場合 

は、参加申込みをした指導者・保護者のうち、あらかじめ届けのあった指導者代表 

者１名に限定されるものとします。 

※本競技会は選手の安全を第一とするために、出艇及び帰着申告については、その所 

属するクラブの指導者・保護者が自分のクラブの全選手について責任を持つことと 

します。 

※競技会参加者は自らスポーツ傷害保険及び損害賠償責任保険に加入して下さい。 

※競技会参加者は健康保険証（カードまたはコピー）を持参して下さい。マイナンバ 

ーカードでも可です。 

※熱中症予防のため、帽子・パラソル・テント等の日除け及び飲料水を用意して下さ 

い。 

 

16障がい者への対応 

葉山港には車いす対応のトイレが設置されています。乗艇される方のために 車いす

対応の桟橋が設置されています。障がい者の方の競技会参加に際しては対応運営員 2

名を陸上本部（受付）に配置して案内をさせて頂きます。 

 

17肖像権について 

参加者は本大会に参加することにより、大会期間中の選手又は本大会における選手の

装備に関する動画、スチール写真及び生中継、録画あるいは映像またはその製版につ

いて、対価を求めることなく、大会実行委員会・JJYU及び後援・協賛・協力各社に独

自の判断で使用する権利を与えるものとします。 

 

18 海洋プラスチックごみによる海洋汚染に対する対策 

海洋を活動のベースとするヨットマンとして、海洋環境汚染の原因とされるマイクロ

プラスチック抑制に協力するため、例年水分補給のため配布してきましたペットボト

ルを制限することにしました。つきましては各自給水ボトル等の準備をお願いしま

す。 

 

19 問合せ先   

競技会実行委員長   

佐藤公俊（JJYU 理事）：メール h.sato@st-tech.jp・携帯電話：090-3205-1172 


